
交差部分拡大図 ※＜注意１＞

ご使用中や組み立て・収納時
にワイヤー部分に力をかけ過
ぎますと、変形することがあ
ります。変形した状態で使用
すると、ワイヤーが縁部分か
ら飛び出す可能性があります。
大変危険ですので、ワイヤー
の変形を感じた場合は、直ち
に使用を中止してください。

手順１１の時に、①の輪
を③の輪の上に重ね
ると、ワイヤーの変形
の原因となります。
危険ですので絶対に
おやめください。

３

１ ２

１

２

３

対角線上に２箇所に
赤い印が付いています。

１ ２ ３ ４ ５

蚊帳を袋から取り出します。 両手でしっかりフレームをつかみ、ゴム
バンドをはずします。

フレームが広がる力を利用してゆっくり
と広げていきます。

４辺ともしっかり広げて、整えたら
完成です！

１ ２ ３ ４

ファスナーを閉めて、赤い印があるフ
レームのどちらか一方を右手に持ち
ます。

赤い印どうしを重ね合わせるように右手に持ったフレームを対角線に向か
って内側に押し入れます。

フレームを合わせて、上側をもちます。合わせたフレームの上側を自分に近
づけて平らに置きます。

商品の組立や収納の際にワイヤーのはねかえりにご注意ください。
まわりに物や人がいないか注意し、安全に十分気をつけて行ってください。　

商品がとび出す恐れがあります!!組立収納方法説明書

【上から見た図】
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両手を広げて両わきを持ちます。

①の輪を②の輪へ重ね合わせます。

「上」を「底」に向かって折り曲げます。
「上」の部分に輪を作るように曲げます。

矢印の部分を寄せて、輪をつくるように
するとたたみやすくなります。

輪を３つ作るように折ります。 ①の輪と②の輪のフレームが交差し
ている部分を押さえます。
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フレームが交差している所を押さえ、①の輪を②の輪の上に重ねるようにたたみます。

15 16

③の輪を①・②の輪へ重ね合わせます。左側をたたんだ状態です。

40 ～ 50cmくらい出るように40 ～ 50cmくらい出るように

入口は巻上げてゴムで留めて使用でき
ます。

専用の収納袋に入れたら完成です。ワイヤーについているゴムバンドで
留めます。

組立方法

収納方法 ※お二人でされる方が、より簡単にたためます。
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注意
商品がとび出す恐れがあります!!

商品を組み立て・収納の際にワイヤーのはねかえりで､

勢いよくとび出す恐れがありますので、
まわりに人や物がいないか注意し、

安全に十分気をつけて組み立てて下さい。

まわりに人がいないことを確認してください

大変危険ですのでお子様には開閉させないで下さい

使用方法および使用上のご注意について

本製品の取り扱いを誤ると、負傷または破損する可能性がありますので、必ず本文をお読み下さい。

ご使用前に必ず一度、本製品を組み立て不良箇所がないかご確認下さい。

① 本製品の特性上、開く時にポンと跳ね上がりますので、設置場所やその周辺の安全を事前に

　 確認してからご使用して下さい。

② 大変危険ですのでお子様には開閉させないで下さい。またお子様だけでは遊ばせないように

　 して下さい。

③ フレームにはスチールワイヤーを使用しています。反発力がありますので、開閉には充分に

　 力のある大人が行って下さい。

④ 万が一、スチールワイヤーが外れた場合、危険ですのですぐにご使用をお止め下さい。

⑤ 収納する際は本製品に同封している収納方法をよく読み、正しく行って下さい。収納方法を

　 誤ったり、乱雑にたたむとスチールワイヤーが破損したり、歪んだりします。また途中で

　 手を離したりすると勢いよく跳ね上がり怪我をしたり、本製品が破損する恐れがありますので

　 十分に気を付けて下さい。

⑥ 火気（暖房器具、調理器具）を中に持ち込んだり、近くにおいて使用しないで下さい。本製品

　 内での喫煙や近くでの火気の使用はお止め下さい。

⑦ 強風、突風が吹く恐れがある時は、本製品が飛ばされて危険なので使用しないで下さい。

⑧ 収納パックを顔にかぶったり、頭にかぶったりしないで下さい。

⑨ 本製品には、撥水加工が施されていませんので、水気の多い場所での使用は控えて下さい。

⑩ 本製品の保管方法は、陰干しを行い十分に乾いてから収納パックに保管して下さい。

⑪ 本製品は室内用で、外での使用はお控え下さい。

⑫ 本品はワイヤー内蔵タイプですので洗濯は出来ません。


